
成長分野で産学連携

テクニカルショウヨコハマ２０１２

　大学など研究機関には研究・技術シーズが多
くある一方、企業側では技術力を生かしたイノ
ベーションを求めている。両者の出会いの場の
一つ、テクニカルショウヨコハマ の産学公
・企業間ネットワーク分野には神奈川県内外か

ら 社・団体が参加する。金属加工など従来
のモノづくり分野に加えて植物工場や次世代エ
ネルギーに関し出展するほか、産学連携の事例
やシーズの講演会も開き、マッチングの促進を
図る。

上にペン型リーダーをかざすと該当
する音声を再生（アポロジャパン）

モ
ノ
づ
く
り
・
次
世
代
エ
ネ
な
ど
新
分
野
多
数

　
横
浜
企
業
経
営
支
援
財
団

Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｃ

は
、
産
学
公

・
企
業
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分

野
の
エ
リ
ア
内
で
「
よ
こ
は

ま
産
学
・
企
業
間
連
携
コ
ー

ナ
ー
」
を
開
設
す
る
。
横
浜

市
の
外
郭
団
体
で
、
企
業
間

や
大
学
と
企
業
の
マ
ッ
チ
ン

グ
を
手
が
け
る
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｃ

は
、
市
内
の
９
大
学
だ
け
で

な
く
北
海
道
の
帯
広
畜
産
大

学
か
ら
九
州
の
鹿
児
島
大
学

ま
で
全
国

の
大
学
と
の
広

域
連
携
体
制
も
整
え
て
い

る
。
さ
ら
に
市
内
に
「
横
浜

市
産
学
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー

Ｊ
Ｒ
Ｃ

」
「
横
浜
新
技

術
創
造
館
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ベ

ン
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ

Ｌ
Ｖ

Ｐ

」
「
横
浜
金
沢
ハ
イ
テ

ク
セ
ン
タ
ー
・
テ
ク
ノ
コ

ア
」
の
三
つ
の
イ
ン
キ
ュ
ベ

ー
シ
ョ
ン
施
設
を
構
え
、
起

業
や
新
事
業
参
入
を
支
援
し

て
い
る
。

事
例
な
ど
紹
介

　
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
は
金
属
加
工
な

ど
モ
ノ
づ
く
り
分
野
を
は
じ

め
、
健
食
同
源
を
テ
ー
マ

に
し
た
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
、

次
世
代
セ
ン
シ
ン
グ
、
次
世

代
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
環
境

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
に
も
力

を
入
れ
、
交
流
会
や
研
究

会
、
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
開
催

し
て
い
る
。

　
開
催
期
間
中
は
セ
ミ
ナ
ー

会
場
Ｄ
で
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
連
携
大

学
、
関
連
機
関
に
よ
る
シ
ー

ズ
紹
介
や
取
り
組
み
事
例
を

紹
介
す
る
講
演
会
「
産
学
交

流
サ
ロ
ン
　
特
別
企
画
」
を

開
く
。
１
日

時
か
ら
宮
竹

史
仁
帯
広
畜
産
大
学
講
師
が

「
省
エ
ネ
化
お
よ
び
温
室
効

果
ガ
ス
抑
制
型
の
堆
肥
製
造

シ
ス
テ
ム
」
に
つ
い
て
講
演

す
る
の
を
は
じ
め
、
３
日
間

に
わ
た
り

件
の
講
演
を
予

定
。
ま
た
、
３
日
に
開
く
出

展
企
業
な
ど
に
よ
る
「
Ｉ
Ｄ

Ｅ
Ｃ
新
技
術
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
で
は
、

時
半
か
ら
岡

聖
一
ア
グ
リ
王
取
締
役
が

「
植
物
工
場
の
震
災
後
の
取

り
組
み
と
事
例
に
つ
い
て
」

を
講
演
す
る
な
ど
、
８
件
の

講
演
を
行
う
。
各
講
演
会
と

も
定
員
は

人
で
、
聴
講
無

料
。
当
日
に
セ
ミ
ナ
ー
会
場

Ｄ
で
受
け
付
け
る
。

連
携
で
電
池
開
発

　
産
学
交
流
サ
ロ
ン
で
講
演

す
る
横
浜
市
立
大
学
の
橘
勝

教
授
は
、
カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
ウ

ォ
ー
ル

Ｃ
Ｎ
Ｗ

研
究
で

成
果
を
出
し
て
い
る
。
Ｃ
Ｎ

Ｗ
を
電
池
の
電
極
用
の
素
材

に
用
い
、
従
来
の
カ
ー
ボ
ン

素
材
の
電
極
に
替
わ
る
も
の

を
開
発
し
よ
う
と
い
う
も
の

だ
。
産
業
技
術
総
合
研
究
所

と
の
共
同
研
究
で
は
、
従
来

の

倍
の
速
さ
で
充
放
電
が

可
能
な
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
二

次
電
池
、
Ｉ
Ｈ
Ｉ
と
の
共
同

研
究
で
は
従
来
と
同
等
以
上

の
性
能
を
持
つ
燃
料
電
池
の

開
発
の
可
能
性
を
示
し
た
。

　
Ｃ
Ｎ
Ｗ
は
炭
素
原
子
が
結

合
し
て
シ
ー
ト
状
の
構
造
と

な
っ
た
も
の
で
、
細
か
な
シ

ー
ト
が
さ
ら
に
ナ
ノ
ス
ケ
ー

ル

ナ
ノ
は

億
分
の
１

で
数
十
―
数
百
層
重
な
っ
て

い
る
。
カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ
ュ

ー
ブ
や
グ
ラ
フ
ェ
ン
に
比
べ

て
構
造
は
粗
い
が
、
合
成
時

に
シ
ー
ト
の
サ
イ
ズ
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
で
き
、
白
金
粒
子

が
結
合
で
き
る
部
位
の
数
を

増
や
す
こ
と
で
、
電
子
の
や

り
と
り
を
す
る
性
能
を
上
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
合
成
コ
ス
ト
な
ど
素
材
と

し
て
の
課
題
は
あ
る
が
、
研

究
中
の
燃
料
電
池
は
ま
だ
条

件
検
討
の
余
地
が
あ
り
、
さ

ら
に
性
能
を
上
げ
ら
れ
る
可

能
性
が
あ
る
と
い
う
。

独
自
技
術
育
む

　
Ｌ
Ｖ
Ｐ
に
入
居
す
る
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
、
ア
ポ
ロ
ジ
ャ

パ
ン

横
浜
市
鶴
見
区

は

独
自
の
ス
ク
リ
ー
ン
コ
ー
ド

技
術
を
製
品
展
開
し
て
い

る
。
同
社
の
技
術
は
、
微
細

な
点
の
配
列
か
ら
な
る
二
次

元
コ
ー
ド
を
生
成
す
る
も

の
。
バ
ー
コ
ー
ド
の
よ
う

に
、
コ
ー
ド
を
識
別
し
て
デ

ジ
タ
ル
情
報
と
対
応
さ
せ

る
。
印
刷
さ
れ
た
コ
ー
ド
が

細
か
く
、
目
に
見
え
な
い
た

め
、
紙
面
全
体
に
コ
ー
ド
を

埋
め
込
む
こ
と
も
で
き
る
。

　
コ
ー
ド
生
成
の
ソ
フ
ト
や

コ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
、
プ
リ
ン

タ
ー
な
ど
を
開
発
し
て
お

り
、
す
で
に
語
学
教
材
な
ど

が
採
用
し
て
い
る
。
教
材
用

の
Ｓ
Ｄ
カ
ー
ド
を
挿
入
し
た

ペ
ン
型
リ
ー
ダ
ー
を
紙
面
上

に
か
ざ
す
と
、
コ
ー
ド
に
対

応
す
る
音
声
フ
ァ
イ
ル
を
自

動
で
再
生
す
る
。
こ
の
シ
ス

テ
ム
は
中
国
向
け
に
、
高
級

酒
な
ど
ブ
ラ
ン
ド
品
の
箱
や

自
治
体
が
発
行
す
る
領
収
書

な
ど
に
使
う
真
贋
判
定
シ
ス

テ
ム
に
も
応
用
し
た
。
現

在
、
液
晶
画
面
付
き
リ
ー
ダ

ー
も
開
発
し
て
い
る
。

　
中
国
ビ
ジ
ネ
ス
は
真
贋
判

定
も
含
め
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ー
分
野
に
力
を
入
れ
て
い

る
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
ゲ
ー

ト
を
共
同
開
発
し
、
自
動
改

札
と
し
て
中
国
の
鉄
道
へ
の

導
入
を
目
指
し
て
い
る
。
日

本
は
無
線
識
別

Ｒ
Ｆ
Ｉ

Ｄ

式
の
自
動
改
札
が
定
着

し
て
い
る
が
、
現
在
整
備
が

進
む
中
国
に
チ
ャ
ン
ス
が
あ

る
と
見
る
。
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